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自転車・歩行者共有路標識


設置請願採択


おうみ通学路交通アドバイザーの樋口訓民さんから提出され、田中議員が提案した請願が全会一致で採択されました。請願書は必要度の高いセブンイレブン尼子店交差点から、出町信号交差点までの歩道に優先して同標識を設置すると共に、町内の必要個所にも拡充することを求めています。


　樋口さんは、昨年秋から丸善前で署名を集めるなどの努力を重ね、1325筆の署名を集められました。西澤議員は賛成討論で、この地道な取り組みを評価し、町を通じて県に署名が届けられたことを紹介。早期の実現を求めました。





‟役場の管理があまりにもズサン“


―　ある町民の声　―　


★着服したもんも悪いけど、今まで見つけられんかったことがおかしい！　なんでわからなかったんや、管理不行き届きや。一人に任せておくこと自体まちがいや。管理責任が問われるで。きちんと管理できるよう、条例作らなあかん。西澤さん議会で条例作るよう頑張ってや。（男性・80代）





★町長を筆頭に幹部職員の管理能力がくずれているのをさらけ出した事件や（男性・60代）





22日（火）


9時開会


委員会報告、討論、採決などが行われます。





西澤議員の反対討論（要旨）


反対する理由の主なものは次の諸点です





南部工業団地計画について


南部工業団地計画については、昨年12月に計画発表がありましたが、その関連予算は「住民合意が整っていない」「人口減少対策になる根拠が薄い」のどの理由で否決されました。


にもかかわらず、今回さらに、デベロッパーを選定する中間業者へ委託料、取り付け道路関連費用など１７１０万円が計上。池寺地区での説明会では道路、上下水道整備などで8千万円ほどは町負担だと言います。誘致企業が順調に進出してくれる保障もなく、雇用拡大や人口増加につながる見通しすら不透明です。





税金着服事件


税金着服事件に対する危機意識が町長には極めて希薄です。部分的な不祥事ではなく、町行政の根幹である税収業務で起きた町職員の犯罪であり、町行政全体の信頼を根底から壊しています。数年間も発覚しなかったこと自体、行政事務管理のデタラメさ、ズサンさを示しています。


　さらに、繰越金（27年度からの剰余金）４千万円の信頼性が全面的に崩れています。





人口減少対策、子育て支援策の充実を


子育て支援対策として、自転車購入補助に70万円、学校給食費の補助に１３２万円計上されたことは一歩前進です。しかし「子育てにかかる経済的負担の軽減を」という願いに応えるためにはまだまだ不十分です。子育て世代の増加で実績を上げている自治体に学び、保育料の無料化、出産祝い金、学校給食費の無料化などを導入すべきです。


自治体ＰＰＳ（自治体による電力供給）


本年４月からの電力販売自由化により、町は、「電力の地産地消」を進め、「電力を町内企業および家庭へ従来よりも安く売ることで、電気料金の負担をやわらげ、その分をその他の事業・消費への投資を促す」と説明していますが、具体的な計画書もありません。にもかかわらず５００万円の出資金を計上。これを先駆けて実施した自治体では、売電代金の未回収額が32億円と報道されている（中日新聞）など、不安材料が多すぎます。








　予算決算常任委員会が7日に開かれ、質議・討論の後、28年度一般会計予算案は、賛否同数のため西川委員長の裁定で否決。22日最終日の本会議にかけられます。


西澤議員は同委員会で同予算に反対の討論を行いました。討論要旨を紹介します。








みなさんのお声・願いをお待ちしています。　　☆くらしなどの相談は　西澤伸明38‐4949　丸山光雄38‐3123　松元たけし38-3875


◎日本共産党甲良町支部の見解を紹介します。メール　shigakoura.jcp@ares.eonet.ne.jp　ホームページもごらんください【「西澤伸明」で検索】





甲良民報


2016年　3月13日　　　　　　　662号


発行責任：日本共産党甲良町議員


連絡：甲良町在士463（西澤）


Tel：38-4949　 Fax：38-2242








